
令和５年度第１回八千代市環境審議会 

日時 令和５年５月２２日（月）           

   午後２時３０分から               

会場 八千代市多目的棟会議室 

 

 

会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 経済環境部長挨拶 

 

３ 内容 

   （１）議題 

・八千代市第３次環境保全計画等の見直し等に関する諮問について 

①諮問について 

②八千代市第３次環境保全計画等の見直し等について 

③市の温室効果ガス排出量等の現況について 

④アンケート調査報告書 

⑤八千代市第３次環境保全計画等の見直し等に関するヒアリング 

調査結果概要 

   ・その他 

 

４ 閉会 



番号 区分 氏　　名 所属・役職名

1 小倉
オ グ ラ

　久子
ヒ サ コ 元千葉県環境研究センター

水質環境研究室長（工学博士）

2 谷合
タニアイ

　哲
テツ

行
ユキ

千葉工業大学先進工学部教育センター准教授（工学博士）

3 馬
マ ガ ミ

上　丈
タ ケ シ

司 千葉エコ・エネルギー株式会社　代表取締役社長（公共学博士）

4 風岡
カザオカ

　修
オサム 千葉県環境研究センター

地質環境研究室　主任上席研究員（理学博士）

5 大味
オ オ ミ

　実枝子
ミ エ コ 八千代商工会議所　女性会　副会長

社会保険労務士大味事務所　所長

6 黒澤
クロサワ

　京子
キョウコ 八千代市農業委員会　委員

八千代市農地利用最適化推進委員

7 猪又
イノマタ

　祥策
ショウサク 八千代市工場協議会

習志野化工株式会社　管理部部長

8 髙橋
タカハシ

　邦博
クニヒロ

市民公募

9 岡本
オカモト

　哲夫
テツオ

市民公募

10 田中
タナカ

　麻美子
マミコ

市民公募

11 堀田
ホッタ

　寿佳子
スガコ

市民公募

令和4～6年八千代市環境審議会委員名簿 

任期：令和4年6月18日～令和6年6月17日
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八千代市環境審議会事務局名簿 

令和５年５月２２日現在 

番号 氏    名 所    属 役  職 

1 加藤
カ ト ウ

 博士
ヒ ロ シ

 経済環境部 部  長 

2 髙倉
タカクラ

 歩
アユミ

 
環境保全課 

（環境政策室） 

課  長 

（室  長） 

3 竹内
タケウチ

 誠
マコト

 環境保全課 副主幹 

4 青野
アオノ

 祥子
サチコ

 環境政策室 主 査 補 

5 吉田
ヨ シ ダ

 裕美
ヒ ロ ミ

 環境保全課 主任技師 

6 大山
オオヤマ

 京子
キョウコ

 環境保全課 主任主事 

 



出入口

〇

西岡様

株式会社サンワコン

髙倉環境
保全課長

竹内副主幹 青野主査補

〇
吉田

主任技師
大山

主任主事

〇

森様

〇 〇

加藤経済
環境部長

杉山様

〇 〇 〇 〇〇

○
　
○
　
○
　
○
　
○

風岡委員 〇 〇 岡本委員

傍
聴
席

大味委員 〇 〇 田中委員

黒澤委員 〇

令和5年度第1回八千代市環境審議会

令和5年5月22日（月）

席　次　表

〇
小倉会長（議長）

マイク
システム

〇 猪又委員

馬上委員 〇 〇 髙橋委員

谷合委員 〇

〇 堀田委員



資料正誤表 

 

 

資料４ 市の温室効果ガス排出量等の現況について 

 

頁数 誤 正 

２頁 

2013 年度の排出量を 100 とし

た場合の各部門における排出量の

推移をみると、2019 年度におい

て、産業部門が 103 となって増加

していますが、これを除いた全て

の部門の排出量が減少しており、

特に家庭部門が 78 と最も減少し

ました。 

2013 年度の排出量を 100 とし

た場合の各部門における排出量の

推移をみると、2019 年度におい

て、産業部門が 102 となって増加

していますが、これを除いた全て

の部門の排出量が減少しており、

特に家庭部門が 78 と最も減少し

ました。 

16 頁 図 2-5 部門別排出量の推移 図 2-6 部門別排出量の推移 

 

 

 

 

 

 

資料７ 


